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は じ め に

ダイ ズ シ ス ト セ ン チ ュ ウはダイ ズや ア ズ キ ， イ ン ゲ ン

などの マメ科作物の重要害虫である。 我が固 に お い て は

以前か ら 「 月 夜病j や 「大豆嫌地病 J， r萎賞病」 などの

名で恐れ ら れて い たが， 1915年 に 福 島 県 のダイ ズ の 葉

に 発生する黄化現象や萎縮症状が， テ ン ザ イ シ ス ト セ ン

チ コ ウの 近縁種に よ っ て 生 ずる事が初め て 報告され

( 堀， 1915 )， そ の 後， 1952 年 に 一戸 に よっ て 原 因 線 虫

が ダ イ ズ シ ス ト セ ン チ ュ ウ (J-/ elerod era glycil1es 

lc 1 1 1 N0 1 1 1': ) と 命名され( [Cl 1 1 NOl l E， 1952 )， 現在 に 至って い

る。 また， 世界的に 見 ても， 原産地であるc j 1国大陸はも

ちろん， 主要なダ イ ズ生産国である南北 アメリ カ でも大

きな被害をもた ら して おり， ダ イ ズ生産 に お ける最重要

障害要因である と 言って過言ではない。

本線虫 は マメ類 に 寄生し， 主にダイ ズ ， ア ズ キ ， イ ン

ゲ ン， ハ ナ マメで被害が見 ら れる。 これに 対し， 同 じ マ

メ科作物でもエ ン ド ウ， ソ ラマメ， ラッカ セイ に は ほ と

んど寄生が見 ら れない。 また， 作物以外の マメiJJi に つ い
て みる と ， レ ン ゲ などでは非常 に よく附殖する一方， ク
ロ ー パや ク ロ タ ラリ ア ， キ ン ギ ョ ソ ウなどでは ほ と んど

増殖しないなど， 比較的寄主範囲の狭い線虫である。

I 発 生 生 態

本線虫 は我が固 に お い て は北海道か ら 九州、ほ でほぽ全

土 に 分布して い るが， 生育に 最適なYI�\I度 は240C前後 と

されて おり， 比較的冷涼な気候を好む。 そのため ， 特 に

北海道か ら 本州中部 に かけて の 被害が大きく， 凶南|援地

での甚大な被害の報告は少ない。 これは混l援な地域では

寄主作物が栽培されて いない冬季 聞 に もふ化が起きて し

まい， その結果， 土壌中の卵密度が低下するため と 推測

される。 また， 土壌的 に は 火 山 灰 土壌で の 被 害が大き
し '0

シス ト セ ン チ ュ ウ 類の大きな特徴 は ， 胎 内 に 政卵した
雌成虫が体 外に産卵しないまま表皮を変質させ ， 卵を被

った シス 卜 を形成する事である( 写真ー 1)。 この シ ス 卜
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に よって卵が守 ら れるため ， シ ス ト セ ン チ ュ ウは環境耐

性が高く， 防除を困難にして い る大きな要因 と なって い

る。 また， 土嬢中での生存年限も極め て長く， 湿潤ダイ

ズ 恨で 7 年， 風乾土壊で 9年に 及ぶこ と もある。

土壌1:1 1 の�IJ は適度な水分， 海度， 酸素が与 え ら れる と

ふ化するが， このl侍， 寄主作物の根か ら 分泌される物質

に 反応して ふ 化が促進される。 この ふ 化 促 進 物質 の う

ち， イ ン ゲ ン 根 に 含まれる物質が正宗 ら に よって分離 ・

合成されて お り， r glyci n o ec lepi n AJ と 命名され て い

る (F1J1、 l IZ八\\'^ ， 1985; M，\SM111NE， 1982 )。

本線!Ì(も他の 多くの線虫 と 同様 に ， 卵JJ杢発生を終 え た

幼虫がふ化前 に 一度脱J5，乙' を済ませ， 2 WJ幼虫 の状態でふ

化する。 ふ化幼虫、 は シ ス ト を脱出した後， 土壌中を移動

して 寄主作物板に接近する。 根表面 に達した幼虫 は ， 口

金| を用い て 恨先端分裂組織などの表面 に 穿孔し， そこか

ら 皮 !習 に 侵入 する。 次 いで組織内 を移動 分 散 後 に 定着

し， 幼 虫 の 頭 部 付 近 の 植 物 細 胞 に 数 個 の 巨 大 細 胞

( gian t ce l l ) を形成させる。 これがさ ら に まわりの細胞

を合例して成長し， その時に 核を取り込んで、多絞質細胞

( sy ncyti ulll ) と なる。 こ の 細 胞 は 植物体 か ら 栄 養 分 を

取り込 む 伝達細胞 ( trancefer cel l ) と し て 働き， 線虫

はここから 設分を吸収する。 なお， 同様 に 巨大細胞を形

成する ネ コ プセ ン チ ュ ウ類 の 場合， 寄生音1\位 に 虫 え い

( gal l ) を形成して 根を癒状 に 変形させ るが， シ ス ト セ

ン チ ュ ウ類では虫 え い の形成は認め ら れない。 また， 一

度定着した線虫 は成虫、 に達す るまでその場所で妓食を続

写真 ー 1 ダ イ ズ シ ス ト セ ン チ ュ ウ の シ ス ト お よ び シ ス 卜

1)す の�11
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け， 根 内 で は 移動 し な い。

根部 に 定着 し た 幼虫 は ソ ー セ ー ジ状 に肥大 し ， 3 回 の

脱皮 を 経 て 成虫 に な る 。 第 3 期幼虫以 降 は 外見上で雌雄

の判別が可能 と な る 。 雌虫 は成虫化後 も 定着部位 に 留 ま

っ て 摂食 を 続 け ， そ の肥大 に 伴 っ て 虫体周 囲 の植物皮層

細胞組織が崩壊す る 。 そ の た め雌成虫 は頚部 を 除 い た 虫

体の大部分 を 根表面 に 露 出 す る 。 こ の 時期 に な る と 外部

か ら も 肉眼で根の表面 に 寄生 し た 雌成虫が確認で き る 。

こ れ に 対 し て 雄成虫 は 第 3 期幼虫以降 は摂食 を行わ な い

た め ， 形成 さ れた 巨大細胞 は 退化す る 。 そ の後， 第 4 期

幼虫が脱皮 し て細長 い 「 う な ぎ型J の雄成虫 と な り ， 根

か ら 脱出 し ， 雌成虫 に誘引 さ れ て 交 尾 を 行 う 。

交尾後の雌成虫 は体表 に 化学変化が起 こ っ て タ ン ニ ン

化 し ， 胎内 に 卵 を 蔵 し た ま ま シ ス ト を形成す る 。 ま た ，

環境 に よ っ て は一部 の卵 を体外の ゼ ラ チ ン様卵嚢物質内

に産卵す る 場合 も あ る 。 l つ の シ ス ト 内 の 蔵卵数 は個体

に よ っ て 著 し い差が見 ら れ る が， 通常 は 200�400 卵程

度 で あ る 。

本線虫が l 世代 を経 る の に 要す る 日 数 は 温度 に よ っ て

大 き く 異 な る 。 主 要 な被害地域 で あ る 北海道で は 年 2 な

い し 3 世代， ま た ， 関東地域 で は 3 な い し 4 世代 を 経 る

も の と 考 え ら れて い る 。 ま た ， 休眠 に 関 し て は い ま だ明

ら か に な っ て い な い が， ふ化率 に 季節的な変動があ っ た

り ， 様々 な温度処理 に よ っ て ふ化率が大 き く 変動す る こ

と が知 ら れて お り ， 何 ら か の休眠機構 を 持 っ て い る 可能

性 は 高 い 。

土壌 中 の 垂直 分布 を み る と ， 深 度 50 cm ま で は シ ス

ト の 存在 が確認 さ れ る も の の ， 深 度 20 cm ま で に 全体

の 60�90% が分布 し ， 30 cm を 越 え る と シ ス ト は 極 端

に 少 な く な る 。 シ ス ト 自 体 に は移動能力 が な い た め ， 垂

直分布 は 寄生植物の根の分布 に 依存 し て い る 。 ま た ， 伝

搬 に 関 し で も 線虫 自 身 の 移動 は 無視 し て よ い ほ ど 小 さ

し 主 に人為的 な要因が大 き い。 農作業機械 に 付着 し た

土壌 に 含 ま れ た シ ス ト が そ の ま ま 別 の 圃場 に 持 ち 込 ま

れ， そ こ で増殖す る ケ ー ス が大部分で あ る 。 ま た ， 風や

流水等 の 自 然現象 に よ っ て シ ス ト が運 ばれ る 場合 も あ

る 。

本線虫 に は 寄生性の異 な る レ ー ス の存在が知 ら れて お

り ， 現在 は 主 に ア メ リ カ の 4 系統の抵抗性 ダイ ズ品種を

使用 し て 行 う レ ー ス 判 別 法 が用 い ら れ て い る (GOLDEN ，
1970) 0 4 品種 に 基づ く 寄生性の 違 い か ら 理論上 16 通 り

の 組 み 合 わ せ が生 じ る が， そ の 内， 1 2 レ ー ス が実 際 に

確認 さ れて お り ， 我が国 で発見 さ れて い る も の は レ ー ス

1 ，  3， 5 の 3 レ ー ス で あ る 。 こ の 中 で は 一番寄生性が弱

い レ ー ス 3 が最 も 広 く 分布 し て お り ， 検出 さ れ る 割合 は

1，  3 ，  5 が そ れ ぞれ 13%， 85%， 2% と さ れて い る 。

レ ー ス は必ず し も 固定 的 な も の で は な い。 例 え ば， 高

度抵抗性 を 持 つ ダ イ ズ 品 種 ‘ Peking' を 寄 主 に し て 7 世

代の継代飼育 を 行 う と ， こ の 品 種 に 対 す る 寄生指数が当

初 の 22 倍 に 達 す る と い う 事 例 が 報 告 さ れ て い る

(T'l則《口山I凶A州N"削、喝v判�"円"'川l

ト の 1 つ か ら 増殖 し て 得 ら れた 個体群の レ 一 ス を検定す

る と 寄生性が分化 し ， そ の 中 に そ れ ま で に 発見 さ れて い

な か っ た 別 の レ ー ス が 出 現 し た と い う 報 告 や ( 清 水，

1991 )  ， そ の よ う に し て 得 ら れ た 同 一 の 雌成虫起源 の 個

体群か ら ， 再度単 シ ス ト に よ る 増殖 を 繰 り 返 し ， 同様 に

レ ー ス の検定 を 行 っ た 場合 も や は り 寄生性が分化 し ， 複

数の レ ー ス が出現す る こ と (相場， 1995) か ら 考 え ， 圃

場内 に は 多様 な レ ー ス が複雑 に 混在 し て い る も の と 思わ

れ る 。 そ の た め ， 今後 は レ ー ス に 関 し て 遺伝的 な 解析 を

行 う 事が必要 と な る で あ ろ う 。

な お ， 日 本 で発見 さ れ た レ ー ス の う ち ， レ ー ス 1 と 5

の個体群 は 一般 に 国産 の ‘下 回 不知 ( げで ん し ら ず) ， 系

の 抵抗性遺伝子 を 持 つ ダ イ ズ 品種 に も 寄生 す る 。 し か

し ， レ ー ス 3 で は ， 寄生す る 固体群 と し な い 固体群の 両

方が存在す る 。 一方， 島根県 で発見 さ れた レ ー ス 1 個体

群 は ‘下田不知' 系抵抗性品種 に 寄生 し な い 。 こ の よ う に

日 本国 内 で主 に 使用 さ れて い る 抵抗性品種 に 対す る 寄生

性 は 上記 の 国 際判別 法 の み で は 判 断 で き な い 。 そ の た

め ， 日 本 での ダイ ズ 栽培 に 適合 し た レ ー ス 検定体系 を 整

備す る こ と が急務で あ る と い え よ う 。

E 被 害

本線虫 に よ る 被害 は ， ま ず根 に対す る 直接的 な加害 に

よ る 収量の減少が あ る 。 そ の寄生 に よ っ て 最 も 大 き な被

害が生 じ る の は ダイ ズ で あ る 。 ダ イ ズ の場合， 寄生 を 受

け る と 播種 2 か 月 目 頃か ら 茎葉 の発育が悪 く な り ， 黄化

現象や萎凋症状が起 き 始 め る 。 擢病株で は健全株 に 比較

す る と 草丈 の 低下， 落葉 の早期化， 英数の減少傾向 な ど

が見 ら れ る (写真 2) 。 こ れ ら の 症状 は 圃場 の 一部 分 に

集 中 し て い る こ と が多 い。 地下部で は 根 自 体の発育が劣

化す る ほ か， 窒素固定 を 行 う 根粒の形成 に も 影響 を 及 ぽ

し ， 根粒数， 根粒重， 窒素固定能力 な ど の 低下が見 ら れ

る 。 そ の 結果， 激発圃場で は 9 割近 い 減収 を 示 す場合 も

あ る 。 な お ， 被害程度 は 土壌環境 や 温度 な ど に よ っ て 異

な る が， 5% の 減収 を 被害許容範囲 と 設定 し た 場合， 乾

土 100 g あ た り 3 シ ス ト が要 防除水準 と 考 え ら れ る 。

ダイ ズ以外の マ メ 科作物で は ア ズ キ や イ ン ゲ ン に も 被

害が見 ら れ る が， い ずれ も ダ イ ズ に 比 べ て 耐性が強 い傾

向が あ り ， 線虫密度が低 い場合 に は直接的 な 被害 は 表面
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写真 - 2 ダ イ ズ シ ス ト セ ン チ ュ ウ の被告 を受 け た ダ イ ズ

化しにくい。 また， アズキ は インゲンよりも被干与を受け

やすく， イ ン ゲ ンでも ‘金時' は 強く， ‘手芭' は や や 弱 い

などの違いがある。

本線虫の寄生によって複合的な感染症が引 き 起 こ され

る場合がある。 特に問題が大 き いのがアズキ にお ける

「 アズ キ 落葉病J である。 アズ キ 落葉病 は Ph ialoþh onl

greg at aによって土壌感染す る病筈であるが， 渦室内で

接種試験を行った場合， 菌単独の倭砲で はあまり病微を
示さない。 しかし， ダイズ シ ス ト センチ ュ ウと同11寺接種

を行った場合は著しい被害を示 -9- ( 恨岸・ 小林， 1 98 4)。

こ れ は線虫が侵入した根表面の傷か ら 病原菌が容易に侵

入し， 感染が助長されるためと考 え ら れる。 その他，

Flls ariwJ7. 属の病原菌などでダイ ズ シ ス ト センチ ュ ウと

の複合感染を引 き 起 こ す例がま11ら れている。

皿 防 除

一般に線虫に対して幅広く用い ら れている防除法 は殺

線虫剤の{史用である。 ダイズ シ ス ト セン チ ュ ウにおいて

も殺線虫剤の利 用 は 有効で‘あり， D-D 剤 や EDB 剤など

で効果が認め ら れる。 しかし， こ の線虫 は土壊中では シ

ス 卜 内の卵として生存している こ ともあり， 薬剤に対す

る感受性は低い。 そのため， 通常の薬剤使用品で、 は シ ス

ト 内の卵が完全に死滅 せ ず， 卜分な防|徐効果を紺る こ と

は難しい。 さ ら に薬剤価格が経済的に見合わない こ とも

|障害となり， 薬剤のみによる防|徐 は 困難と言わざるを得

ない。

そのため， こ の線虫に対する対策は耕極的防除法が中

心となっている。 中でも重要なものは抵抗性品市:の利用

であり， こ れまでにいくつかの本線虫抵抗性のダイズ品

種が育種されている。 我が国で は主に秋田県の在来種で

ある ‘下圧 l不知' か ら 育種された ‘ ゲ デ ン シ ラズ l 号' ‘ ネ

マ シ ラズ' を起源とす る品種が， 品 質 や 収誌などの点で

も俊れているため， 線虫抵抗性 品 種の 中 心 となってい
る。 しかし， 前述のように こ の抵抗性を打破する線虫の

系統の発生が報告されており， 抵抗性品種の導入にあた

っては注意が必要である。 また， より抵抗性の強い9-1 匡|

の飼料用ダイズ ' Pek ing' の遺伝子を導 入した育種も進

め ら れており， こ れまでに高度抵抗性品種4 スズ ヒ メ' が

育成されている。 なお， 現在までに高度抵抗性品種に寄

生可能役レース は国内では発見されていない。

抵抗性品種の;場合， 感受性品種と同様に幼虫の侵入は

認め ら れるものの， その後の 巨 大細 胞の形成 は 見 ら れ

ず， 成虫、まで発育で き ない。 また抵抗伯 は温度とも密接

な関係があり 下 回 不知' 系 の抵抗性ダイズ品種は温度

上昇に伴って抵抗性が低下し， 250C前後で感受性品種と

同等の線虫の噌舶を示す よ う になる( 清水， 1 9 8 6)。

また， 抵抗ti:8i!J種であっても幼虫の侵入によって根に

ダメージを受けるためか， 収量 は低下する。 しかしその

減収程度 は 小さ し 感受性品種の減収率のおおよそ 5 分

の l 程度φである。 また， 抵抗性品種は 線虫 は噌殖させな

いが， 感受性品種と同様に卵をふ化させるため， 土壌中

の卵の密度が低下し， 翌年以降の栽培での被筈低減にも

役立つ。

一般に， 抵抗性品種は 品質面で劣り， アズキ やイ ン ゲ

ンで はいまだ抵抗悩 品種が育種されていない。 したがっ

て， 抵抗性Jfh積のみを用いた被害 回 避 は 実用的で はない

場合が多く， 他の防除法との組み合わせや総合的な栽培

体 系に組み込んだ形で使用 する必要がある。 また， レ ー

ス によって有効な抵抗 性品種は異なるため， 発生してい
るレース の把揮が抵抗性品種の利用に関しては必要不可

欠とな る 。

一般に似虫防除の基本 はil�fìì作であるが， 本線虫の土壊

中での生存年限 は極めて長いため， 短期間のl愉作で は十

分な効果 は 得 ら れにくく， 感受性作物の栽培によって速

やかに経度が回復 す る。 圧|畑転換による湛水処理は短期

間でもある程度 の密度低減効果があるが， 1， 2 年の湛

水処思で はその後のダイズ栽培ーによる線虫密度の復帰が

早いため， 十分な効果を得るためには 3年以上の処理が

望ましい。

シ ス ト 内の刷、lの生存年限 は 長いが， �Iîか ら ふ化した幼

虫 は 1�2 か 月 程j主で寄生活 性を失うため， 寄 主 作物が

存在しない状態で卵をふ化させ ， 幼虫を餓 死に到 ら しめ

る方法 は 防除法として有効である。 ふ化促進物質である

g lyci noeclepi n A の防除への応用はいまだ大祉製造法が

{確立せず， 非;ヰ?に高価な こ とか ら ， 現段階で は極めて困

難であるが， 寄主植物以外か ら 分泌されるふ化促進物質

を利用した防除法の開発が進め ら れている。 それ ら に は
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ク ロ ー パや ク ロ タ ラ リ ア が あ り ， こ れ ら を緑肥 と し て栽

培体系 に組み込む こ と に よ っ て 線虫密度 を大 き く 低下 さ

せ る こ と が可能で あ る 。 た だ し ， ク ロ ー パ は ネ コ ブセ ン

チ ュ ウ や ネ グ サ レ セ ン チ ュ ウ に と っ て は好適 な寄主 で あ

る た め ， こ れ ら の 線虫 密 度 が増大 す る 危 険 性 が あ る こ

と ， ま た ク ロ タ ラ リ ア は 南方系 の植物で あ る た め低温 に

弱 く ， ダイ ズ シ ス ト セ ン チ ュ ウ 害が著 し い北海道 ・ 東北

地域 での栽培 は 困難であ る な ど の 問題 も 抱 え て お り ， 栽

培体系 に組み込 む作物の種類等 に つ い て は， 今後 の検討

が必要で あ る 。 ま た ， 植物が分泌す る 物質以外 に も ふ化

促進効果 を 示す物質がい く つ か知 ら れて お り ， 牛糞の持

つ ふ 化促進効果 を利用 し ， シ ス ト セ ン チ ュ ウ 発生闘場 に

牛糞 を施用 し て 線虫密度 を低下 さ せ る 方法 も 検討 さ れ て

い る 。

現在， 世界中 で注 目 さ れて い る の が， 天敵 を利用 し た

生物的防除法 で あ る 。 本線虫 の 天敵 に は ウ イ ル ス ， 細

菌， 原生動物， 糸 状 菌， 線虫， 昆 虫 等 が知 ら れ て い る

が， 中 で も 最 も 有望視 さ れ て い る も の が Pasturia 属 の

天敵出芽細菌であ る 。 こ の属の細菌 で は ネ コ プセ ン チ ュ

ウ 類 に 寄生 す る P. ρenetrans が著名 で あ り ， す で に 生

物農薬 と し て 市販 さ れ て い る が， 同 属 の P. nishizawae 

は シ ス ト セ ン チ ュ ウ 類 に 特異的 に 寄生 す る 。 こ の菌 は 絶

対寄生菌で あ る た め ， 人工培地 な ど に よ る 大量増殖が困

難であ り ， い ま だ実用化 に は 到 っ て い な い。 し か し ， P.

þenetrans が す で に 製剤化 さ れた こ と か ら ， 近 い将来 の

実用化が期待 さ れ る 。

ま た ， 卵寄生性 糸状菌 も 有望 な 天敵 と 考 え ら れ て い

る 。 シ ス ト セ ン チ ュ ウ 卵 に 寄 生 す る 糸 状 菌 に Verticil.

書 評

カ メ ム シ は な ぜ群れ る ?
一離合集散の生態学一

藤崎憲治著
京大学術出版会刊， 平成 13 年 2 月 発行

258 頁， 本体価格 2100 円 + 税

カ メ ム シ と 聞 け ば斑点米や果実の 吸汁被害 を 思 い浮か
べ る の が農業関係者 の ご く 普通の反応であ る 。 本書で扱
わ れて い る 主 な カ メ ム シ は， ナ ス 科や サ ツ マ イ モ に 発生
す る ホ オ ズ キ カ メ ム シ ， 越冬の た め 集団 で家屋 に侵入す
る ス コ ッ ト カ メ ム シ ， サ ト ウ キ ビ の害虫 カ ン シ ャ コ パ ネ
ナ ガ カ メ ム シ で あ る 。 し か し 斑 点 米 や 果 実 の 加 害 は
1970 年代か ら 始 ま っ た こ と か ら も わ か る よ う に ， カ メ
ム シ の生活 に と っ て は例外的 な行動で あ る 。

カ メ ム シ は卵 を か た め て卵塊 と し て 生 む。 l 齢幼虫 は
通常摂食せ ず に 卵殻上 に 集合 し て い る 。 他方成虫 は一見
パ ラ パ ラ に い る よ う に 見 え る 。 私 は か つ て ミ ナ ミ ア オ カ
メ ム シ ， ク ロ カ メ ム シ ， ホ オ ズ キ カ メ ム シ成虫の闘場に

lum chlamydoゆorium， Paecilomyces spp. ， Fusarium 

spp.等が知 ら れて お り ， そ れぞ れ に つ い て 防除 へ の 応 用

の研究が進め ら れ て い る 。 い ま だ実用 レ ベル に 達 し た も

の は な い が， 有機物の施用 に よ っ て 天敵微生物の活動が

活性化 さ れ る と い う 報告 も あ る こ と か ら ， 耕種的防除法

と 組み合わ せ た 防除技術の 開発が進め ら れて い る 。

お わ り に

近年， ダ イ ズ シ ス ト セ ン チ ュ ウ 害 は以前 ほ ど問題視 さ

れな く な っ て い る が， 被害 そ の も の が な く な っ た わ け で

は な し む し ろ 普遍化 し て し ま っ た も の と 思わ れ る 。 し

た が っ て ， 適正 な線虫防除 を 行 え ば収量が増加 す る 可能

性 は 高 い 。 今後の ダ イ ズ栽培の拡大 に 伴 い ， そ の被害 は

増大す る と 予想 さ れ， 事前 に 十分 な 対策 を講 じ る 事が必

要であ る 。 ま た ， 本線虫 は難防除害虫 で あ る こ と か ら ，

低 コ ス ト で あ り な が ら 効果が高 い 防除 法 の 開発 を 今後 も

推進す る 必要 が あ る 。
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お け る 分布 を 調 べた こ と が あ る 。 驚 い た こ と に 前 2 種の
雄 は 集 中 分布 を ， 雌 は ラ ン ダム 分布 を 示 し た の に対 し ，
ホ オ ズ キ カ メ ム シ で は そ の 逆 で あ っ た 。 本書 を 読 め ば，
カ メ ム シ で は雄が集合 フ ェ ロ モ ン を 出 す こ と ， こ れが前
2 種の雄の集合性 を ， ま た ホ オ ズ キ カ メ ム シ は 一 夫 多 妻
制で雄がハ レ ム を も ち ， そ の縄張 り を 守 る こ と が そ の 原
因で あ る こ と がわ か っ た 。 昆 虫 の ハ レ ム の発見 は 世界 を
驚かせ た 。

カ メ ム シ が餌 (第 1 章) ， 捕食者 (第 2 章) ， 異性 (第
3 章) ， 越冬場所 (第 4 章) ， 繁殖場所 (第 5 章) を め ぐ
っ て繰 り 返す 集合 と 分散 の 有様 を ， 最近の生態学 ・ 進化
理論で裏打 ち し な が ら ， ま た 新 た な仮説の提案 と な っ て
い く 。 最後の第 6 章 「飛淘性喪失 の進化j で は カ メ ム シ
の短麹型， 長麹型への 多型分化 の 道筋 を 集合 と 分散 の観
点か ら 迫 っ て い る 。 著者 は ほ ぽ 10 年 を 単位 に ， 大学院，
試験場， 大学 ( 岡 山 ) ， そ し て 京都大学で最後の 10 年 を
歩 も う と し て い る 。 応用 と 基礎 の 両分野 に 席 を 置 い た 著
者 な ら で は の力作で， 読者 は本書 を 通 じ て カ メ ム シ の 本
来の 姿 を読み と り ， そ れ を 防除 に つ な げて 欲 し い。

(桐谷圭治)
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